
令和３年１月

宮崎県 県土整備部

わたしたちのくらしと
地域経済を支えるインフラ

宮崎県におけるインフラのストック効果事例集（vol.7）

令和２年１０月１６日 宮崎駅西口駅前広場リニューアルオープン 

本県では「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化
対策」を計画的に進めることで、ストック効果の高い社会資
本を整備し、安心と希望を育む『みやざき新時代』の実現を
目指します 

この事例集は、このような本県の取組を紹介します。



目 次

※整備されたインフラが機能することによって、
整備直後から継続的に中長期にわたり得られる効果

ストック効果とは 
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大規模災害発生時に

高速道路が 支援路・代替路として機能 

熊本地震発生後において、東九州自動車道、
九州中央自動車道が被災地の復興及び九州全体の経済を支える役割を果たす！

求められるミッシングリンク解消と４車線化

九州縦貫自動車道の代替ルートとして機能

【中型車以上交通量推移（門川IC～清武南IC）】

1,440台/日

高速道路統計月報より算出

被災地への支援ルートとして機能

支援本部

日之影
拠点

高千穂
拠点

五ヶ瀬
拠点

被災地
阿蘇市・山都町等

東九州道・九州中央道

熊本地震

熊本地震の際
九州縦貫自動車道は４車線のため、上り線を利用し
早期に交通機能を確保

暫定２車線区間の４車線化

ミッシングリンク解消

南海トラフ地震発生時の支援ルート確保

高速道路が被災した際、早期の交通機能回復

南海トラフ地震発生時
東九州地域沿岸部は大津波により地域が孤立

(台/日)

九州中央自動車道 蘇陽五ヶ瀬道路
中心杭打ち式(R2.11.23)

東九州自動車道(宮崎西 清武)
４車線化等事業着工式(R2.12.6)
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売上げ額が２年連続で１億円超え
令和元年度は過去最高を更新

特産センター五ヶ瀬 売上げ増

人流・物流の活性化で 経済成長を牽引 高速道路の開通で 地域経済の活性化 
高千穂町 宿泊客の増加

令和元年度の宿泊者数

20万9800人で過去最多

北川
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九州中央自動車道

御船町

山都町
五ヶ瀬町

高千穂町

日之影町

熊本県 宮崎県

観光産業
活性化!!

交流人口
増 加

九州中央自動車道整備

・釣りや紅葉の名所
・毎年１１月には、紅葉

まつりを開催

高千穂町
鉄道公園化構想

日之影町
道の駅「青雲橋」

日之影町
見立渓谷

五ヶ瀬町
五ヶ瀬ハイランドスキー場

・日本最南端のスキー場
・レストランやショップ等

の施設も充実

・高千穂鉄道跡地を公園化
・鉄橋に遊歩道整備

（水面からの高さ105m 鉄橋では日本一）

嘉島JCT

開通区間
事業中区間
未事業化区間

＜凡例＞

・商工・観光の中核として
新築リニューアル
(2019年11月グランドオープン)

【高千穂町の宿泊者数・観光客数推移】

約19万人
（約130万人）

約16万人
（約116万人）

観光客数

宿泊客数（上段）
観光客数（下段）

約20万人
（約140万人）

約21万人
（約137万人）

宿泊客数

日
之
影
深
角

【特産センター五ヶ瀬の売上げ額推移】

40,000千円

60,000千円

80,000千円

100,000千円

120,000千円

H28 H29 H30 R1

79,458千円

90,616千円

103,369千円
106,836千円

五
ヶ
瀬
西

蘇
陽

「雲海橋 日之影深角」(L=2.8km)開通、「小池高山 山都中島西」(L=10.8km)開通
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物流拠点へのアクセス性向上により 民間投資を誘発 

今年度新たに２区間が開通し、
横市ＩＣ 志布志ＩＣまでが利用可能!!! ◎都城志布志道路の全線開通を見据え、

周辺地域では企業立地件数が年々増加！
◎都城ＩＣ周辺に新たな工業団地を造成中。
今後、更なる企業進出に期待！

配合飼料
生ゴム等

原木
タイヤ製品等

開通区間

整備区間
(国施行)

注）インターチェンジ名のうち（ ）は仮称

整備区間
(鹿児島県施行)

開通予定区間

さらなる企業誘致に向け、都城ＩＣ周辺に新たな工業団地を整備中 都城志布志道路

木材運搬状況（県産木材を志布志港へ）

供用率
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企業立地件数/供用率（全体延長約44km）

「梅北～金御岳」
(2.9km)供用
「有明北～有明東」

(4.3km)供用

「横市～平塚」
(1.9km)供用

「平塚～五十町」
(1.9km)供用

「五十町～梅北」
(3.1km)供用

「金御岳～末吉(5.8km) 」
「有明東～志布志(3.6km)」
供用!!

２区間開通により
約６分短縮！
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車でいっぱいになった「おがわ作小屋村」

「おがわ四季御膳」

プロ野球キャンプ
（ヤクルト）

西都原古墳群

プロ野球キャンプ（巨人）
Ｊリーグキャンプ

沿道の工業団地(宮崎テクノリサーチパーク)

西都原古墳群

宮崎市フェニックス
自然動物園

プロ野球春季キャンプ

フェニックス
自然動物園

宮崎港

宮崎空港

１５

２２
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Ｈ５．４

（春田ＢＰ事業着手)

Ｈ１６．３

（春田ＢＰ全線開通）

Ｈ２７．３

約１２００人の
雇用を創出！！

宮崎テクノリサーチパーク
佐土原工業団地
分譲開始

（平成5年3月）

宮崎東環状道路の開通効果を
見据えて、企業が立地！

工業団地は、全線開通前に全て完売！

に よ り 陸 ･ 海 ･ 空 の 玄 関 口 が 直 結 し
沿 線 の 観 光 施 設 ・ 物 流 拠 点 へ の ア ク セ ス 性 や 周 遊 性 が 向 上  

○一般道路利用
（国道219号 ＋ 国道10号）
区間距離：約２５km
所要時間：約４０分

○宮崎東環状道路利用
区間距離：約２３km
所要時間：約２５分

H5.4
(春田BP事業着手) (春田BP全線開通)

H16.3 H27.3
区間距離が 約２ｋｍ短縮!!!

所要時間が 約１５分短縮 !!!

物流拠点への定時性･速達性が向上 企 業 立 地 件 数 が 増 加  

シーガイア内
ﾅｼｮﾅﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ
競技別強化拠点施設

一ツ葉有料道路

フローランテ宮崎

シーガイア
Ｊリーグキャンプ
五輪NTC誘致!!

一ツ葉有料道路

広瀬バイパス
（R2.3開通！）

春田バイパス

宮崎西ＩＣ

西都IC～宮崎港の場合

人流･物流の活性化で 生産性向上･経済成長を牽引 

西都ＩＣ

E10

プロ野球キャンプ
（ソフトバンク）

国富SＩＣ

プロ野球キャンプ
（オリックス） 宮崎ＩＣ

宮崎自動車道
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災害に強い道路整備により中山間地域の活性化に貢献 

県内外から多くの観光客が訪れる西米良村

西都市役所

おがわ作小屋村

にしめら川床

グランピング施設

小春工区
Ｌ＝1.7km（R2.2開通！）

「被災する道路」から「救援する道路へ」 ～国土強靱化～

道路整備と西米良村の観光

おがわ作小屋村｢おがわ四季御膳｣

至 宮崎市

至 熊本県湯前町

H30.8.22
※通行止め２日間

H30.10.6
※片側交互通行約２ヶ月間西米良村役場

【凡例】

改良済
事業中箇所
未改良箇所
旧道
被災箇所

国道219号小春工区
R2.2.21開通

土砂災害履歴箇所の回避や危険リスクを解消

国道219号 土砂災害等による全面通行止
１１回

にしめら川床大人気のグランピング

越野尾5工区
R2新規事業化！

R2.7.4
※通行止め８日間

西米良村の観光客数

年 観光客数

H30 12.1万人

R1 12.1万人

西米良村（人口約1,000人）に、毎年１０万人以上の観光客が訪れている。
一方、長期間の通行規制を伴う大規模な災害が発生により、沿線住民の生活や観光に影響あり。
（国道２１９号は、宮崎市や西都市と西米良村を結ぶ唯一の幹線道路）

- 5 -



橋脚補強
コンクリート巻立

干支大橋

橋梁の耐震性能強化で

大規模地震発生時における人流・物流の確保 

南海トラフ大地震発生時においても通行可能な状態を維持することで、
人流・物流を確保し、熊本、福岡方面からの支援を受けることが可能となる。

国道２１８号
（南海トラフ地震発生時、
熊本、福岡方面からの
支援ルートとなる。）

座屈拘束ブレース交換

変位制限装置の設置
地震時の免震効果を発揮

アーチ基部改修

干支大橋

九州東進作戦の要となる国道２１８号（優先啓開ルート）の橋梁の耐震補強を推進
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国際物流ターミナル

国際コンテナターミナル

工業用地
（計画）
24.5ha

日向製錬所㈱

東ソー日向㈱

中国木材㈱

旭化成㈱
日向化学品工場

乾電池の原料
国内ﾄｯﾌﾟｼｪｱ

ｽﾃﾝﾚｽの原料
国内ﾄｯﾌﾟｼｪｱ

製材国内
ﾄｯﾌﾟｼｪｱ

リチウム電池用セパレータ
ﾄｯﾌﾟｼｪｱ 人工透析用ｶﾃｰﾃﾙ

国内トップシェア

旭化成㈱
東郷ﾒﾃﾞｨｷｯﾄ㈱

㈱科学飼料研究所

南日本くみあい飼料㈱

王子木材緑化㈱

接着剤・硬化剤生

産国内ﾄｯﾌﾟｼｪｱ

避難階段 １６号岸壁

みなとオアシスほそしま

余島防波堤（改良）
（粘り強い構造化）

第一糖業㈱

RORO船大型化 R2.2

39,874 
63,436 

98,321 109,537 117,538 

0
20,000
40,000
60,000
80,000

100,000
120,000

H25 H28 H29 H30 R1

木材消費量の拡大

出典：財務省「貿易統計」

港の整備による 基幹産業の活性化 

重要港湾 細島港

原木を取扱う岸壁が整備され、

林産品輸移出量のさらなる増加が期待！

16号岸壁整備 着工 

細島港の丸太輸出量（年）

（m3） 約３倍!!

平成30年 木材チップ（輸移出）九州1位

集成材工場
【増設】
令和2年12月完成

製材工場
【増設】
令和元年6月 稼働

16号岸壁

中国木材㈱

出典：国土交通省「港湾統計」

令和2年7月 ｹｰｿﾝ製作開始

12,860 17,431 

48,347 

70,430 77,559 

0

40,000

80,000

北九州 中城 伊万里 大分 細島

（ﾌﾚｰﾄ･ﾄﾝ）
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避難高台（一ツ葉地区）

みやざき臨海公園

避難高台（北） 避難高台（南）

分譲地
＊売却済み（着色箇所）

防砂堤

航路拡幅

利用拡大に向けて

フェリー貨物量と乗降客数 （年）

（千フレート･トン）

出典：宮崎県港湾統計

重要港湾 宮崎港

2022年に、カーフェリー大型化
トラック積載台数の増加で、

ドライバーの負担軽減

個室増加（29室から220室に）で、

多様な旅客ニーズに対応

都市圏に向け、安価で大量輸送が可能

（人）

フェリーの利用状況

一ツ葉地区 津波避難高台完成

県内最大規模の避難施設で、

3,280人の収容が可能
既設の避難高台とあわせて

約5,000人の避難者が受入可能に！

宮崎港
国道219号 広瀬バイパス
2019年度供用開始

西都IC 宮崎IC

宮崎駅

宮崎駅～宮崎港
2025年度開通予定

宮崎空港

陸路と海路の整備により

貨物やフェリー乗降客数の
増加が期待される

フェリーの大型化との相乗効果も見込まれる

サイドスロープ（車輌乗船用可動橋）設置により、

荷役時間短縮（２時間５０分から１時間４０分に）

カーフェリー大型化に対する対応
（サイドスロープ整備 R2ｄ～）

※イメージパース

陸路と海路の整備による

物流機能の拡大・強化と津波避難対策 
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駐車場舗装・トイレ設置
（クルーズ船受入環境整備）

物流関連ゾーン

既存岸壁を利用した
クルーズ船受入

コンテナシャーシヤード

木材チップヤード

オベーション・オブ・ザ・シーズ（16万㌧級）

岸壁改良
（国土強靱化）

原木ヤード

1,883 

6,526 
10,060 

7,586 

15,627 

22,805 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H26 H27 H28 H29 H30 R1（速）

原木の輸出増加 災害発生時の受入体制

出典：国土交通省「港湾統計」

M8.9の大震災発生時、

背後圏（日南市、串間市）約７万人へ

緊急物資の輸送が可能に！

重要港湾 油津港

◎油津港原木輸出量

◎耐震強化岸壁の整備（国土強靱化）
令和３年度完成を目標に整備

：周辺の木材供給基地
（林産物流センター）

宮崎自動車道

スギ素材（丸太）生産量
29年連続日本一

油津港

東九州自動車道

中国、韓国に輸出

岸壁(-12m)改良
（耐震化） 東地区

緊急
物資

本整備の完了により、
県内の重要港湾（細島、宮崎、油津）に
耐震強化岸壁が配置され、

災害発生時に

県内全域にスピーディかつ効率的に
緊急物資が行き届くことになる

港の整備による 県南地域の産業活性化 と

災害発生時における受入体制の確保 
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市木川水系市木川
浸水状況

市木川流域では、これまで
平成２４年 平成２９年の出水で
浸水被害が発生。

浸水被害の常襲地区であった。

雨量 比較
（H24.6豪雨 と R2.7豪雨の雨量）

■R2.7出水
■H24.6出水

河道掘削
（６，２００m3）

H24 浸水区域
■ H24浸水したがR2浸水しなかった区域

文

鹿
児
島
県

［市木川水系市木川位置図］

串間市

宮
崎
県

市木川

熊
本
県

FH=
GH=0.98

NO.18

擁 壁 工

R2.7出水 最高水位 3.11m
H24.6出水 最高水位 3.41m

※はん濫危険水位 2.80m

30cmの水位低減

3.11m
2.80m

3.41m

掘削

石原川

市木川

海北川

市木川

過去に浸水被害の大きかった支川合流点付近を中心に 河道掘削等を実施

平成２４年と同規模の降雨であったが、河道掘削を行ったことにより、
平成２４年出水の浸水戸数１３戸が、今回は、０ であった。

54
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260

88
143

295

0

100

200

300

400

河川水位 比較
（H24.6豪雨 と R2.7豪雨の水位）

掘削前

掘削後

１時間最大 ３時間最大 累計雨量

河道掘削により家屋の浸水戸数が１３戸 → ０戸 被害を解消!!

県道市木南郷線

【国土強靱化】河道掘削等で家屋の浸水被害を解消

浸水状況 平成２４年６月 浸水状況 令和２年７月

H24浸水家屋
１３戸

市木川 古都橋上流

市木川 古都橋上流

市木川 古都橋上流

市木川 古都橋下流県道市木南郷線

R2浸水家屋
０戸

※H24浸水家屋は、今回浸水しなかった区域内の１３戸のみ
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防災・減災、国土強靱化のための3か年緊急対策 による

地域防災力の向上 

全体で８６箇所の事業実施箇所のうち、１８箇所（９渓流、９地区）を国土強靱
化で実施。事業の進捗が加速し、概成箇所が通常予算時の約１．３倍！（※５か年平均
概成数７．８→令和元年度１０箇所）

避難所７施設等を保全することにより、約２０００人の安全が確保された。

施設の整備と実効性のある避難の確保により
「いのち」と「くらし」を守る土砂災害対策の推進

水害・土砂災害から命を守るインフラの強化

西米良村役場

基幹集落センター

既存施設を有効活用することにより、土石流による被害を軽減

法面工により、がけ崩れから公共施設や人家を保全

村所小学校

小林市 巣之浦川

西米良村 鶴地区
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新型コロナウィルス感染症による緊急事態宣言以降、屋内施設が閉鎖される中、
オープンスペースである都市公園のポテンシャルが再評価されている。

県立平和台公園（アスレチック広場） 県総合文化公園（文化広場）

水栓ﾀｯﾁﾚｽ化、展望台・ﾃﾞｯｷ改修、放送設備整備 ひなたサンマリンスタジアム宮崎 ﾅｲﾀｰ照明改修

都城運動公園

整備後イメージ

山之口運動公園

① 新しい生活様式、観光振興に寄与する整備 ② 既存運動施設の改修

③ 2027年国民スポーツ大会開催に向けた計画的な整備

ポストコロナを見据え、都市公園の更なる魅力向上を図る事業に着手!!
2027年国民スポーツ大会開催に向け、都市公園事業を計画的に展開!!

県内の都市公園施設整備を本格化

（写真左、右）ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽを利用する子育て世代

山之口運動公園（R２.１２撮影）

コロナ禍で再評価された 都市公園の更なる魅力向上 

イメージ図

イメージ図
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宮崎駅西口駅前広場の再整備で

中心市街地の活性化に貢献 

賑わいを生み出す
「イベント空間」と、
その賑わいを中心市街地へと
繋げる「にぎわい 交流空間」
を整備！

賑わいを生む新たな拠点の整備と中心市街地との回遊性向上に向けた
取組により、宮崎の更なる活性化に期待大！

駅周辺と市街地を回遊する
グリーンスローモビリティ
「ぐるっぴー」の運行が開始

イベント空間では、様々なイベントが
開催され、賑わいが生まれる！

(プロ野球ライブビューイングの様子)
地元商店街によるイベントの開催

（あみーろーど）

宮崎駅西口駅前広場が１０月１６日に、
アミュプラザみやざきが１１月２０日に

グランドオープン！

今後も多目的スペースの
有効活用方法を検討して
いきます！

高千穂通り横断図

高千穂通りを「居心地が良く歩きたくなる空間」
とするための社会実験を実施！(ベンチの設置等）
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